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日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
と
実
感

が
な

い
が
、

世
界
で
は
深
刻
な
水

不
足
に
正
面
し
て
い
る
．

人
口
増

加
と
経
済
発
展
で
水
不
足
が
加
逃

度
的
に
進
行
し
て
お
り
、

団
連

の

予
想

で
は
、

世
界
人

口
百
億

人

（二
〇
五
〇
年
）
の
う
ち
四
十
億

人
が
水
ス
ト
レ
ス

（十
分
に
使
え

な

い
状
態
）
を
受
け
る
だ
ろ
う
と

警
告
し
て
い
る
。　

一
九
六

一
年

ソ

ビ

エ
ト

の
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐
が
、

人
類
で
初
め
て
宇
宙
空
間
か
ら
地

球
を
見
た
と
き
に

「
地
球
は
青
か

っ
た
」
と
有
名
な
言
葉
を
残
し
、

そ
れ
以
来
人
々
は
、

地
球
は
水

の

惑
星
と
思

い
込
ん
だ
が
、

そ
れ
は

大
き
な
間
違

い
で
あ

っ
た
．

地
球

上
に
あ
る
水
、

海
水
が
９７

・
５
％
、

淡
水
が
２

・
５
％
で
あ
る
が
、

淡

水

の
八
制
は
氷
河
、

氷
山
で
固
定

さ
れ
、

我
々
が
直
接
使
え
る
淡
水

資
源
は
水
資
源
の
０

・
０
１
％
し

か
な

い
の
だ
。

過
去
百
年
間
の
人
口
増
加
と
水

需
要
を
比
較
す
る
と
、

人
口
増
加

率

の
三
倍
が
水
需
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
口
が
増
加
す
る
と
二

倍

の
水
需
要
が
発
生
す
る
。

現
在

で
も
不
足
し
て
い
る
水
資
源
だ
が
、

二
〇
五
〇
年
に
は
、

水
が
絶
対
的

に
不
足
す
る
。

特
に
人
口
増
加
と

経
済
発
展
が
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
、

水
不
足
が
深
刻
と
な
る

現
在
世
界
の
水
資
源
の
約
五
制
を

ア
ジ
ア
話
□
が
消
費
し
て
い
る
が

ｉｌ
Ｏ
■
■
年
に
は
七
制
以
上
を
消

費
す
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
．

経
済
発
展
の
他
に
、

生
活
文
化

の

向
上
に
従

い
、

水

の
需
要
が
倍
加

す
る
、

入
浴
同
数
の
増
加
、

水
洗

ト
イ
レ
の
普
及
、

庭

へ
の
散
水
な

ど
で
あ
る
．

人
間
に
必
ず
必
要
な
も
の
が
不

足
す
る
と
、

そ
こ
に
紛
争
と
ビ
ジ

ネ
ス
が
生
ず
る
の
は
当
然
の
こ
之

で
あ
る
．

世
界
に
は
約
二
百
七
十

の
国
際
河
川
が
あ
り
、

そ
の
流
域

で
は
水
争

い
が
頻
発
し
て
い
る
。

ヨ
ル
ダ
ン
川
、

ナ
イ
ル
川
、

チ
グ

リ
ス

・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
、

メ
コ

ン
河
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。

領
■
が
広

い
大
同
で
も
水
不
足

に
‐――…
面
し
て
い
る
．

米
円
、

中
回
、

家
州
な
ど
が
本
げ
ら
れ
る
．

世
界

の
殺
物
市
場
を
支
え
て
い
る
米
同

の
水
不
足
は
深
刻
で
あ
―サ
、

オ
ガ

ラ
ラ
滞
水

層

⌒
日
本

の
面
積

の

１

一

・

ワ
０

倍
、

人

州

に
ま

た
が
る

地
下
水

店
）
が

枯
渇

に

直
面
し

て
い
る

こ
の
地

域

の
年

間
降
雨

量
は
五

百
ミ
リ

（
日

本

は
平
均

千
八
市
ミ
リ
）
で
あ
り
、

長
年
に

波
り
地
下
に
貯
留
さ
れ
た
化
石
水

を
、

巨
大
な
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
、

大
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
濯
漑
し

農
作
物
を
栽
培
し
、

そ
の
農
産
物

を
海
外
に
輸
出
し
て
外
貨
を
稼

い

で
い
る
の
が
農
業
国

・
米
円
の
本

羊

の
姿
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
水

資
源
問
題
が
、

国
家
財
政
と
直
結

し
て
お
り
、

オ
バ
マ
政
権
は
、

水

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
テ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、

水
―ｌｉｌ
題
解
決
に
注
力
し
て

い
る
，

隣
ｌｉｌｔｌ
の
中
田
の
水
問
題
は
危
機

的
な
状
況
で
あ
る
ぃ

今
年

，１
月
に

放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
結
合

の
ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代

「
中
国
の
水
ビ

ジ
ネ

ス
を

つ
か
め
」
で
筆
者
は
ス

タ
ジ
オ
ゲ
ス
ト
と
し
て
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
た
が
、

中
同
は
世
界
人
口

の
約
郷
％
を
占
め
る
が
、

そ
の
水

資
源
は
世
界

の
５
％
し
か
な

い
。

そ
も
そ
も
水
資
源
が
不
足
の
■
に
、

急
激
な
る
経
済
発
展
に
よ
り
水
質

汚
濁
が
加
速
度
的
に
進
行
し
、

中

同
７
大
河
川
の
人
制
以
上
が
飲
料

不
可
で
あ
り
、

地
下
水
も
農
業
や

重
金
属
汚
染
に
よ
り
浅
層
地
下
水

は
既
に
飲
料
不
可
と
な

っ
て
い
る
。

断
流

（川
の
水
が
海
ま
で
到
達
し

な

い
で
消
え
る
）
も
坂
発
し
て
い

る
。

三
〇
〇
九
年
に
筆
者
が
上
件

し
た

「水
ビ
ジ
ネ
ス
ー
ー
０
兆
円

水
市
場

の
攻
防
」
（角
川
書
店
発

行
）
で
中
同
の
水
問
題
を
取
り
上

げ

「黄
河
文
明
で
禁
栄
し
た
中
国

は
、

水
で
減
亡
す
る
」
と
書

い
た

とヽ
こ
ろ
、

関
係
筋
か
ら
「
中
国
の
悪

口
を
書
く
な
、

東
京
湾
に
浮
か
ぶ

ぞ
」
と
脅
か
さ
れ
た
が
、

今
で
は

中
国
の
水
不
足
、

水
質
汚
染

の
深

刻
さ
は
世
界
中
の
人
々
が
知
る
こ

と
に
な
り
、

筆
者
は
ま
だ
、

東
京

湾
に
浮
か
ん
で
い
な

い
。

（笑

い
）

世
界
各
国
は
水
不
足
に
直
面
し
、

そ
の
水
資
源
確
保
に
解
起
と
な

っ

て
い
る
が
、

日
本
に
は
水
処
興
に

関
し
て
世
界
に
通
じ
る
多
く
の
技

術
を
有
し
て
い
る
、

そ
の
技
術
を

世
界
に
広
げ
る
べ
く
、

筆
イ
は
同

際
会
議
や
、

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で

水
は
回
家

の
安
全
保
障

で
あ
り
、

円
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と

主ヽ
張
し
て
い
る
．

摩
遵
等
ぼ
，
母
癖

株
式
会
社
希
捕
洒
圭
店

代
表
取
締
役
会
長

補

藤

銑

四

郎

（昭
和
３２
年
卒
）

・
サ||で

グローバルウォー

ギ野  本寸  呑口
( 国連テクニカルア ドバイ

夕
就

ザ．

・ジャパン代表

(日召禾日42年受手)

、麻布大学客員教授)

会長 藤 井 厚 生 ( 昭和 3 2 年卒)

社長 藤 井 政 徳 ( 平成 元年卒)
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